






障害無し 
＝０ 

わずかにカップ状 
＝０．５ 

明らかにカップ状 
＝１ 

カップ状から
さらに変形

＝２ 

ひどく変形し 
原型をとどめない 

＝３ 

葉の展開無し 
（芯止まり） 

展葉なし 
＝４ 

残留指数＝（第１葉×5＋第２葉×4＋第３葉×3＋第４葉×2＋第５葉×1）／５ 

＜判定方法＞ 

残留指数＝（第１葉”０”×5＋第２葉”０”×4＋第３葉”０”×3＋第４葉”0.5”×2＋第５葉”1.0”×1)／５ =０．４ 

 ５葉展開時 （播種から３週間程度） 

クロピラリドが残留していれば特徴的な生育障害が見られます。展開
した５枚の葉のそれぞれの生育状況について、以下の症状により数値
化し、２株の平均値から以下の式により残留指数を算出します。 

 症状による数値化 

 残留指数の算出（式） 

残留指数に基づく堆肥施用量の判断基準 

 判断基準に基づく堆肥施用量の目安 

◎ ３t／10a以下を推奨 ○ ２ｔ／10a以下を推奨

△ １ｔ／10a以下を推奨 × 堆肥施用を見合わせる 

＜写真の場合（算定例）＞ 

残留指数が0.5未満なので、特に弱い（極弱） トマトでは ３ｔ／10a以下の堆肥施用を推奨します。 

残留指数の数値を以下の判定基準に照らし合わせて堆肥施用量
の目安にしてください。 

※ 生物検定の方法については、 「飼料及び堆肥に残留する除草剤の簡易判定法と被害軽減対策マニュアル」
から転載しました。なお、無断転載は禁止させていただきます。
 また、本検定法は牛ふん堆肥を対象に開発された手法であり、その他の家畜由来堆肥では、塩類障害によ 
る発芽不良等が生じる可能性があります。このため、牛ふん以外の堆肥を用いる場合は、堆肥の混合割合等 
を実際の栽培条件に合わせて、実際に栽培する作物について、カップで試し栽培を行い、初期生育を観察す 
ることにより生育障害が発生しないかどうかをご確認ください。 
（例：堆肥投入量0.5t/10a、作土層20cmの場合、培土500ｇに対し、堆肥1.25g )  
 検定方法の詳細については、以下のURLを参照してください。 
https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/files/clopyralid.pdf 
 また、初期生育の影響については、以下のURLを参照してください。 
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/pub2016_or_later/files/clopyralid_disorder.pdf 

特に弱いもの
（極弱）

弱いもの
（弱）

中程度のもの
（中）

強いもの
（強）

～0.5未満 ◎ ◎ ◎ ◎

0.5～1.0未満 ○ ◎ ◎ ◎

1.0～2.0未満 △ ○ ◎ ◎

2.0～ × × × ×

残留指数

各作物のクロピラリド耐性
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